






































Analyzing a practicum conducted by a JFL student-teacher, this paper discusses ef-
fective teaching processes for the explanation of phrases in intermediate-level JFL learn-
ing. The results demonstrate the following two aspects:
1.  In order to explain a phrase in the most comprehensible manner, explication of its 
meaning should precede description of its sentence structure.
2.  If it is necessary for information regarding the sentence structure to precede the 
meaning of the phrase, then the explanation can be made easy to understand if 
three conditions are in place: 
　a) information regarding the sentence structure proceeds quickly to the meaning;
　b)  the meaning is supported by appropriate examples in order to create a clear im-
age in the students’ minds;
　c) the meaning of the phrase is presented in the form of a sentence.
A Case Study of Teaching Processes in an 








































































































40 T S1 さん、ううんと。S1 さんは、日本に来る前、日本人はどんな人だと聞いていた？
41 S1 ううん。まじめ。











No. 実 習 生 の 意 図 作　　　業　　　内　　　容
（1） 1 指導項目の取り出し 「確かに　　　　が　　　　。」板書
（2） 2 接続の解説　1 先行部分に普通形来ること、明示。「普通形」　板書
（3） 3 構文の解説　1 先行部分に「他の人の考えで、自分もそう思う」、後続部分に「他の考え」板書









17 ～ 47 状況を与えての練習








































































1 はい、「確かに」  ［確かに］
2 「なんとかだが」  ［　　　　普通形　　　が］












































1 こっちは、他の人の考えなんだけど自分もそう思う、っていう考えなんですね。  ［他の人の考えで自分もそう思う］
2 後ろのほうは、  ［他の考え］
3 これとは違う他の考えです。  ［他の人の考えで自分もそう思う］
4 二つの考えをいいます。  ［他の考え］　 ［他の人の考えで自分もそう思う］
5 考えや、考えだけじゃなくて、本当のことでもいいです。（意味の補足説明）
No. 談　　話　　の　　流　　れ 意 味 理 解 へ の 導 き
6 インターネットへの振り
7～ 12 インターネットの便利さの確認 構文先行部分の引き出し




No.7 ～ 12 で構文の先行部分を引き出すために
店舗検索・ネットショッピングでインターネッ



























1 「インターネットは確かに便利」、  ［確かに　　　普通形　　　が］
2 普通形、  ［普通形　　　が］
3  ［他の人の考えで自分もそう思う］
4 「だが、危ないこともある」、ね。  ［　　　　　　　　。］　 ［他の考え］
5 他の人の考えだし、よくいわれていることです。私も便利だと思います。  ［他の人の考えで自分もそう思う］
6 でも、他の考えもありますよ、という使い方です。  ［他の考え］
囲んだ部分がそれである。これ自体は、ほぼ





















考えられる。No.4 および No.5 を順に見ていく
と接続・構文が先行し説明として追っていきに
くいが、No.4 簡潔さ及び No.5 の学習者の注目
を集める明瞭さでもってそれを最低限度に抑え、


































































































































No. 実 習 生 の 意 図 作　　　業　　　内　　　容
（1） 1 指導項目の取り出し 読み上げ。「　　　たつもりで」板書
（2） 2～ 6 接続の解説 S1 と問答して、前に「た」形来ること、確認。「た」形、板書






（5） 9～ 17 構文・接続・意味の確認 ケーキを我慢する例を出して、S2 と問答して確認。













































6 前の動詞はね、したいけれどしなかったことです。  ［　　　たつもりで］












のまとめと意味解説 No.16-1 ～ 16-4 と同じ進
行である。
ところが、意味解説の核心を担うはずの




No. 談　　話　　の　　流　　れ 意 味 理 解 へ の 導 き
9 ダイエットのためケーキを我慢するという状況を設定











































2 「ケーキを食べたつもりで」、  ［　　　たつもりで］






1 はい、したいけれどしなかったことと、  ［　　　たつもりで］



























































































































































































































































































































































































































了し、全体の所要時間は 1時間 15 分 10 秒であっ
た。
5） 以下、文字化した事例で「No.」とあるのは発

















　　　　  ○： 学習者に○を指し示す、あるいは手
に持つなどして学習者に○を提示す
る。
　　　　  ○： ○を見て、あるいは○に注意を向けて、
何かを行う。
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